
１．はじめに

本橋は、当別川を渡河する橋長３３３．０mの橋梁
である。本工事では、２７１．６２３mの範囲に位置す
る２径間連続変断面鋼床版箱桁橋部分の施工を行
うものである（図―１）。
河川への阻害および河川環境への負荷を低減す
る目的から、河川内の下部設置数の最小化を図る
とともに、その設置方向は流水方向と平行として
いる。そのため、P１橋脚で５８°、P２橋脚で４５．５°、
A２橋台で６０°といった斜角となっている。
一般部鋼桁の架設は、５００t 吊クローラクレー

ンを用いたベント架設を採用し、軟弱地盤対策と
して、ベント全量９基のうち７基を杭基礎構造と
した。また、A２橋台前面は、ヤードスペースよ
り、３６０t 吊トラッククレーンによる架設とした。
本稿では、特殊機材を用いた縦移動併用の横取
り架設を中心とした鋼桁架設について報告する。
�１ 工 事 名：一般国道３３７号当別川橋架設工事
�２ 発 注 者：北海道開発局札幌開発建設部
�３ 工事場所：北海道石狩郡当別町
�４ 工 期：平成２１年１０月１０日～

平成２３年１２月９日
�５ 橋梁形式：２径間連続変断面鋼床版箱桁
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１２
施工計画

図―１ 橋梁一般図
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�６ 橋 長：２７１．６m（当該区間）
�７ 支 間 長：１３６．３m＋１３２．５m
�８ 架設工法：クレーンベント工法

２．現場における問題点

本橋の架設にあたり以下の問題が考えられた。
�１ 大型クレーン据付箇所の地盤変位の影響
大型の架設クレーンによる桁架設時の地盤反力
は大きく、軟弱地盤における地盤変位に伴うク
レーンの傾斜の危険性があった。また、クレーン
載荷重による地盤移動により、近接する杭基礎の
異常変位が懸念された。
�２ 斜角の異なる橋脚上での横取り架設
本橋は、供用中の隣接橋梁との離隔が２０mmの
位置に架橋されるため、約３m離れた位置のベ
ント上に桁架設後、横取り架設を行う必要があっ
た。
河川内に位置する中間支点 P２橋脚は、斜角

４５．５°を有しており、隣接する P１橋脚とA１橋
台とは斜角（P１橋脚：５８°、A２橋台：６０°）が
異なっている。よって、どれか１つの橋脚の梁方
向と平行に横取り軌条を配置すると横取りだけで
なく、正規位置への縦移動が必要となってくるこ
とから、現場での作業が煩雑になる恐れがあった。
縦移動併用の横取り架設の場合、P２橋脚は中

間支点のため、支点反力が５５０t と隣接支点 P１、
A２と比べて非常に大きく、この支点で縦取りを
行うためには、横取り装置の規模が非常に大きく
なり、橋脚上の作業スペースに収まらない可能性
があった。
�３ バイブロハンマー使用時の地盤振動
ベントの基礎には４００mm×４００mmサイズのH
形鋼を使用したが、杭基礎を用いた場所は河川敷
内の非常に軟弱な地盤であることから、杭周りの
付着力を期待せず、支持層まで打ち込むこととし
た。そのため打ち込み深さは約３６mと非常に深
くなり、かつ当現場の冬季は積雪の影響で工事が
出来ず、２期に渡る施工（杭の１期施工から時間
がたち、杭周りの地盤の締固まりで付着力が増
加）が必要となり、杭施工時に使用したバイブロ
ハンマーやクレーンの能力では杭の撤去が不可能
となる懸念があった。また周囲の地盤が締め固ま
ることで、撤去時のバイブロハンマーの振動が伝
わりやすくなり、架設現場の周辺住宅に振動がお
よぶ恐れもあった。

３．対応策と適用結果

�１ FEM解析の実施とクレーン構台等の設置
実施工に先立ち、軟弱地盤上での桁架設時のク
レーン載荷重に伴う垂直方向および水平方向の地
盤変位を確認するため、杭基礎を含めた軟弱地盤
モデル（図―２）によるFEM解析を実施し、そ
の結果を架設計画に反映した。また、軟弱地盤上
での架設クレーン据付箇所の地盤変位対策として、
鋼桁架設に先立ち、クローラクレーン載荷重に対

図―２ FEM解析モデル 図―３ クレーン構台設置状況
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する作業ヤードの補強を実施した。補強方法は、
河川直近部にはクレーン構台（図―３）、それ以外
の一般部については砕石、鉄板、Ｈ鋼の敷設によ
る補強とした。また、３６０t 吊トラッククレーン
の据付箇所は、アウトリガー位置に基礎杭を打設
して補強した。
�２ 二軸スライド装置による横取り架設の採用
基本計画では、全ての支点で横取り軌条を橋脚
と平行に置くことを検討したが、RC橋脚上での
横取り設備の設置位置（荷重載荷位置）が橋脚縁
端に近く、橋脚の品質確保に配慮し不採用とした。
次に、支点反力の小さい両端の支点（P１、A
２）での横取り架設後の縦移動を検討したが、比
較的不安定な構造系となる架設途中に２支点同時
並行の縦移動併用の横取り架設を管理することは、
橋梁規模から考えて難しいと判断した。
以上より、ベント上への桁架設（図―４）完了
後、P２橋脚のみで縦移動併用の横取り架設を採
用し、これを可能とする８００ｔ耐力の二軸スライ
ド装置を使用した。なお、二軸スライド装置とは、
各横取りラインで横取り方向が異なる（各横取り
ラインが平行でない）横取り架設において、横取
りの進捗に伴う各受点間間隔の変化に追随可能な
スライド設備のことである（図―５、６）。
横取り架設では、各受点のジャッキ圧力および

移動量等を管理するため、パソコンモニター上で
のリアルタイム一元管理を行った（図―７）。
�３ ウォータージェットを用いた地盤振動の低減
杭基礎の撤去は最も時間の経過したもので、設
置から１年以上が経過し、設置したときと同じ能

図―４ 横取り架設前の桁架設状況

図―５ 二軸スライド装置の使用状況①

図―６ 二軸スライド装置の使用状況②

図―７ パソコンモニターでの管理状況
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力のバイブロハンマーによる杭基礎の引き抜き作
業を試みたが、前項の問題点で触れた杭基礎の付
着力の増大と思われる理由で引き抜くことができ
ずに、能力の大きなバイブロハンマーを採用する
こととなった。しかし、その場合、過負荷により
安全装置が作動し、バイブロハンマーの停止によ
り撤去作業の効率が低減した。また、周囲の地盤
振動が大きくなり、周辺環境の悪化が懸念された。
そこで、地盤改良などで薬液注入などに使用さ
れるウォータージェットを使用し（図―８）、高圧
水によって杭まわりの地盤を取り除き、杭基礎周
りの付着力を低減させることで、杭を設置したと
きよりも小さな能力のバイブロハンマーによる撤
去作業が可能となるとともに、地盤振動も低減で
き、周囲環境への負荷を軽減することができた。

４．おわりに

本橋では、河川への阻害および河川環境への負
荷を低減する目的から、RC橋脚の設置方向は流
水方向と平行になり、結果として、各橋脚できつ

い斜角を有する構造系となった。
本橋の鋼桁架設では、様々な制約条件から最も
反力の大きい P２中間支点での二軸スライド装置
を用いた縦移動併用の横取り架設を実施したが、
反力が大きいが故に桁の移動作業においては、ス
ムーズな移動と桁の安定性の確保が重要であった。
また、桁架設時における軟弱地盤上での大型ク
レーンの傾斜防止対策として採用した各種地盤補
強は有効に機能し、安全作業を確保でき、今後も
有効な軟弱地盤対策であることを確認できた。
ウォータージェット併用による杭基礎の引き抜
き施工については、撤去時の地盤振動の低減や機
械の省力化に効力を発揮したものの、ウォーター
ジェット施工では、大量の水が必要になることと、
施工中は泥水が湧き出るため、その処置には十分
注意する必要があった。
様々な課題を抱えながらも、これを克服し、本
橋の架設は完了した（図―９）。
最後に、本報告が将来の類似工事の一助になれ
ば幸いである。

図―８ ウォータージェット併用の杭抜き作業
図―９ 桁架設完了外観
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